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を経て遂には非常に小さなスケールの流れ (DSM2)に発展する｡ ここにDSM は
dynamicscattering modeを表わす｡流速,構造の形成時間などについて一応指数づ
けが行われている｡ <△Ⅰ(t)△Ⅰ(0)> はWD,FWDでは1モー ド,周期的でGPで
は2モー ド,周期的,DSM額域ではDSM-like(2モー ド,周期的 )を除いて2モー










































10) その他 S･KaiandK･Hirakawa:SolidStateComm･に 2篇tobepublished･邦文
としては九州大学工学集報に数篇あり｡
準定常状態の相転移に関する考察
名大･工 中 野 藤 生
onsagerの理論1)が橋爪2)ぉよびOnsager-Machlup3)によって改善 されたところ
によると,条件附確率分布関数 (2時刻 )は
p2(aJa;At)- expト 21 10(a,･V(Ⅹ)- di s(a,iAt〕 (1)
のように表されるoα… (α1,α1,-,αn)は粗視的状態量のセットを表し,その時刻
tにおける値であり, a′は同じくt+Atにおける値である｡&はda/dtのセットを
表す｡ Ⅹ-∂S/∂αは αに熱力学的に共役な力のセットである｡ S-S(α)はエントロ
ピーo 定常状態であると,P2は Atのみの関数であるo a･がエネルギー密度や粒子密1
●
度などであれば,αiは本質的にはエネルギ一流 (熱流 )や粒子流の流束を表すoこの
場合については以前にも述べた3)｡ この場合には (1)の最大問題あるいは,
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